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1 は じ め に

現在,青森県では,ニ ンニクのウイルスフリー種苗の作

出養成を事業として行っており,経済連を通して県内数カ

所の JAに供給している。

その中で,ウ イルスフリーニンニクの増殖用りん片は,

従来.8g未満のものは規格外とされ使用されていなかっ

た。 8g未満の小さいりん片 (小 りん片)は ,全生産量の

48%(内訳,5～ 8g:35%,3～ 5g:10%,3g未満 :

3%)であり,ウ イルスフリー種苗増殖の効率を向上させ

るためにその利用性を検討した。

表 1 100球当たりから得られたりん片の
重
~51分
布 (%)

(パイプ網室内,1991～ 1993年の平均値)

2試 験 方 法

試験は1991～1993年の3カ年にわたって:各 」Aで設置

しているニンニクウイルスフリー株の原種はを想定したパ

イプ網室内で行った。

透明ポリマルチ栽培とし,株間15cm,条間25cIの 4条植

えとし,1区 52株の 2区制で行った。

表 2に示した1～ 3g,3～ 58,5～ 8g, 8～ 15g
の4段階の重さのりん片を種として植付け,翌年に増殖さ

れた球を分解調査した。

調査は,球を分解して得られたりん片を3g未満, 3～

5g,5～ 8g,8～12g,128以上の 5段階に分け,そ
の数を計測した。計測した数値を100球当たりに換算 し,

100球当たりりん片数として示した。

3 試験結果及び考察

(1)5～ 8gの小りん片

5～ 8gの小りん片を植付けた場合と8～ 15gの りん片

を植付けた場合を比較すると,表 2及び図 1に示したとお

り増殖されたりん片数の合計は5～ 8gの小りん片を植付

けた場合が少ないものの,その内訳は8g以上あるいは 5

～ 8gの りん片数にそれほど差がなかった。

以上のことから,5～ 8gの小りん片は増殖用りん片と

して利用できると判断された。

表2 りん片の生産力 (パイプ網室内,1991～ 1993年
の平均値)

3- 5 377  47  78   28   70  178  128   56  460
5- 8 458  50  9 1   16   56  169  158   93  492
8～15522 54 94

12)3～ 5gの小りん片

さらに 1ラ ンク下の 3～ 5gの小りん片では,増殖され

た88以上のりん片数は5g以上よりもかなり少なく, 5

～8gの りん片数が多かった。
このことから,も う1年養成することにより5g未満 3

8以上の小りん片も増殖用りん片として利用できると考え

られた。

(3)1～ 38の小りん片

1～ 3gの小りん片を植付けた場合と8～ 15gの りん片

を植付けた場合を比較すると,表 2に示したように 1～ 3

gの小りん片を植えつけた場合は,生産されたりん片数の

合計は3g以上のりん片の場合よりもかなり少なかった。

また,58以上のりん片数が少なかった。

以上の結果,1～ 3gの小りん片は,増殖用としての利

用効率が悪いと判断された。

4 ま と め

ウイルスフリーにんにくは生育が旺盛なことから
L",

従来は小りん片として使用されていなかった8g未満のり

ん片も,増殖用りん片として利用できることがあきらかと

なった。これにより,ウ イルスフリー株として作出・ 養成

されたりん片の増殖用としての利用率は87%まで向上した。

―

 りん llXl■当たりから得られたりん片数(片 )

讐慾
`ぃ
需雷婁島

3～5"88■2;i舒

―-175-―



東 北 農 業 研 究  第 49号 (1996)

さらに,5g未満 3g以上の小りん片は,1年養成するこ   19巴 栄養繁殖性野菜のウイルスフリーに関する研究
とにより,増殖用りん片として利用できるので,こ れを合   第 3報 ニンニクの生産力変化と収穫適期 東北農業研
わせると利用率は97%となる。               究 41:283-284

2)淵りll秀仁,忠 英一,松田幹男 1986 栄養繁殖性野
引 用 文 献

菜のウイルスフリーに関する研究 第 2報 ニンニクの
1)忠 英一,潮‖秀仁,松田幹男,柳田雅芳,竹村達男   生育特性 東北農業研究 39:317-318

-176-


